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第２回アジア・オセアニア気象衛星利用者会議開催と講演募集のお知らせ

気象庁は第２回アジア・オセアニア気象衛星利用者

会議を下記要領で開催します．会議での講演を広く募

集します．

日 時：2011年12月６日（火)～12月９日（金）

会 場：東京都内

目 的：アジア・オセアニア地域はしばしば台風，モ

ンスーン豪雨，火山噴火，黄砂，洪水，海氷，森林

火災等の激しい自然現象の影響を受けています．加

えて，気候・環境監視の重要性が増し，世界的な関

心が高まっています．防災，気候監視への利用に資

する観測情報を高頻度かつ広範囲に提供する気象・

地球観測衛星は，今日では不可欠なものになってい

ます．

アジア・オセアニア地域の気象・地球観測衛星の

歴史は1977年にGMS（ひまわり１号）が打ち上げ

られたことに始まります．今日では，中国，ヨー

ロッパ，インド，日本，韓国，ロシア，アメリカ

が，アジア・オセアニア地域で気象・地球観測衛星

を運用し，世界気象機関（WMO）が推進する全球

観測システム（GOS）の一翼を担うとともに，地

球観測に関する政府間会合（GEO）が調整する全

球地球観測システム（GEOSS）にも貢献していま

す．

このアジア・オセアニア地域における気象・地球

観測衛星データの利用者間における利用技術の交換

を更に深めるとともに，衛星観測の技術を高め，気

象・地球観測衛星に関する共同開発を推進するため

に，第２回アジア・オセアニア気象衛星利用者会議

を開催します．

会議のトピック：

主なトピックは以下のとおりです．

・現在及び将来の気象・地球観測衛星の計画

・気候・環境監視への衛星データの利用

・衛星観測からの地表面・海洋パラメータ導出

・衛星観測からの大気パラメータ導出

・衛星データのアクセス及び利用促進

・天気解析及び災害監視への衛星データの利用

・数値予報への衛星データの利用

・衛星データ利用に関する能力開発・研修活動

講演募集：

応募締め切り：2011年８月１日（月）

参加費：無料

発表言語：英語

第２回アジア・オセアニア気象衛星利用者会議の

ホームページhttp://mscweb.kishou.go.jp/second/

より登録フォームをダウンロードして，必要事項を

記入の上，e-mailで下記のアドレスまで送付して

ください．アブストラクトはA4用紙１枚以内の英

文でお願いします．詳細は会議のホームページをご

覧ください．

主 催：気象庁

問い合わせ・講演申込先：

第２回アジア・オセアニア気象衛星利用者会議

事務局（気象庁気象衛星センター）

E-mail：asuc2-cp＠dpc.kishou.go.jp


